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（５）アメリカンチェリー生産量は対前年比５０％減予想 
 （財）中央果実生産出荷安定基金協会（中央果実基金、東京都港区赤坂 三会堂ビル内）

の５月 20日付け海外果樹農業ニュース速報（第２報）によると、米国カリフォルニア産さ
くらんぼの生産量は対前年比５０％減との予測が出ている。カリフォルニア州のさくらん

ぼ産地では、春の開花期に降雨を伴う冷涼な日が続き結実不良となったのに加え、５月に

入ってもこの気象状況が続いている。特に、早生種の「ブルックス」「ツラーレ」などで裂

果が多くみられ、商品として販売されるものは６０％未満となり、収穫を断念した園地も

続出したようである。さくらんぼの主な産地は、下図に示したカリフォルニア州中央内陸

盆地のサンホアンキン（San Joaquin）を中心とした地域となっているが、広い範囲で被害が広

がっているようである。 

カリフォルニア州 左図の２を拡大 

供給減に伴う価格上昇と品質の低下が懸念され、アメリカ国内向けのおうとうの出荷作業は今

なお低調となっている。日本向けの出荷は４月下旬から行われているが、出荷数量は昨年実績

を大きく下回っており、スーパーなどでは特売などのキャンペーンも展開されているが、例年に比

べ日本での市況も今ひとつ活気にかけている。カリフォルニアオウトウ委員会は今年産の生産量

は約24,500 トン（約300万箱）、前年の半分程度になる見込みとの見方を示し、サンホアンキンで

の収穫作業のピークは５月 23～24 日の予定となっている。 

地元の新聞では、”Late spring rains hurt cherry crop”（遅い春の雨、さくらんぼ

の収穫に打撃）というような見出しの記事を掲載し、季節はずれとも言える春の長雨によ

ってさくらんぼが水分を多く含み、ふくれあがって実が割れてしまったことやさくらんぼ

生産者の苦悩の声、生産量や損失額の予測と地域経済に及ぼす悪影、牧草などには良い影

響を与える一方、ももや綿などさくらんぼ以外の作物にも品質低下があることなどを連日

のように報道しているようである。 
参考：200５年 カリフォルニア州産オウトウの日本の輸入状況 単位：箱（18 ポンド＝約 8.2kg） 

対前年比（％）時期 合計 累計 

合計 累計

４月下旬 28,157 28,157 63.0 63.0

５月上旬 112,091 140,248 80.2 76.0

５月中旬 185,367 325,615 79.1 77.7

 資料：（社）日本青果物輸入安全推進協会 


